
 

 

 

 

 

 

   

省エネ・新エネ投資によって創出された国内クレジットは、企業間の温室効果ガス排出量取引に止

まらず、最近ではＣＳＲ活動やイベントなど、様々な活動に利用されています。 

また、国内クレジットの売却代金の一部を東日本大震災の被災地へ寄付する仕組み(東日本大震災復

興支援型活用スキーム)を活用して被災地の復興に貢献する道内企業等も出てきています。 

本セミナーは、国内クレジットを活用する際のポイントやメリット、取組事例などを紹介し、カーボ

ン・オフセットの理解を深めてもらい、国内クレジット活用に向けて意識向上を図るためのセミナーを

開催します。 

皆様の積極的なご参加をお待ちしております。 

 

平成２４年１２月１２日（水）１３：３０～１５：３０  
 

札幌国際ビル ８階「国際ホール」 
 （札幌市中央区北４条西４丁目） 
 

 経済産業省北海道経済産業局 
 
１００名（先着順） 

 

無料 
 

 

 

 

 

 

 

裏面の参加申込書に、必要事項をご記入の上、平成 24 年 12 月 10 日（月）までに FAX 又は E-mail

にて、下記までお申し込み下さい。 

 

 

 

 

 

※本セミナーの会場は、会議室の使用において排出される CO2 の一部を北海道内で創出されたクレジットを活用しオフセットしていま

す（オフセット実施者：㈱伊藤組） 

 

カーボン・オフセットセミナー 
 

～国内クレジット活用で企業価値アップ！震災復興と環境に貢献～ 

定 員 

日 時 

会 場 

参加費 

主 催 

申込み方法 

【申込み・問合せ先】 

公益財団法人北海道環境財団／北海道環境サポートセンター（担当：谷村） 

TEL 011-218-7881 FAX 011-218-7882 E-mail：credit@heco-spc.or.jp 

会場アクセスマップ 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜講演概要＞ 
・株式会社イースクエア 
経済産業省からの委託により｢東日本大震災復興支援型国内クレジット活用スキーム｣を運営。本スキームの

内容及びこれまでの活用状況と、企業が国内クレジットを活用する際のポイント及びメリット、さらには本ス

キームと北海道の関わりについて紹介。 

 

・ユニ・チャーム株式会社 
ベビー用・大人用紙おむつ、生理用ナプキン等のメーカー。同社で実施している震災復興支援及び環境貢献

活動の取組内容と、その一つとして国内クレジット(東日本大震災復興支援型国内クレジット活用スキーム)

を活用したキャンペーンの実施による｢企業価値向上｣について紹介。 

 

・大丸藤井株式会社 
 紙・文具・事務機器、包装資材等を販売する道内企業。同社の“カーボン・オフセット”の仕組みを取り入

れた｢震災復興型カーボンオフセット用紙｣の取組事例について紹介。 

 

参加申込書 
公益財団法人北海道環境財団 担当：谷村 行き 
FAX：011-218-7882  E-mail：credit@heco-spc.or.jp 
☆ご提供いただいた情報は本セミナーの目的以外では使用しません 

会社名 

団体名等 

 

 〒 

TEL （    ） FAX（    ） 

 氏 名 所属・役職 E-mail 

   

   

 

PROGRAM 
13：30           開 会 

13：35～13：50 ｢国内クレジット制度の現状と新クレジット制度の紹介｣ 

経済産業省北海道経済産業局環境・リサイクル課 課長補佐 福島 至 

13：50～14：20 ｢東日本大震災復興支援型国内クレジット活用スキームと国内オフセット事例｣ 

   株式会社イースクエア 取締役副社長 及川 謙 氏 

14：20～14：50 ｢環境貢献・復興支援型国内クレジット活用による企業価値向上の取組み」 

ユニ・チャーム株式会社 コーポレート・ソシアル・レスポンシビリティ部 

CSR 企画室 高柳 克司 氏 

14：50～15：20 ｢震災復興型カーボン・オフセット用紙による東日本大震災被災地と北海道への貢献｣

大丸藤井株式会社 紙包材営業部営業一課 主任 竹森 徹郎 氏 

15：20～15：30 ｢質疑応答｣ 

所在地 

氏名・所属等 


